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秋
田
の
清
酒
や

み
そ
売
り
込
む

　
山
本
町
出
身
阿
部
さ
ん

　
清
酒
天
平
山
」
を
首
都

圏
に
売
り
込
む
小
玉
醸
酒
東

京
営
業
所
の
所
長
代
理
、
阿

部
光
冶
べ

‘
｝
ん
屁
必
り
写
真
日
日

は
大
字
Λ
学
以
来
、
二
十
二

年
間
、
東
京
串
】
活
を
続
け
て

　
　
　
　
い
る
。
「
秋
田

　
　
　
　
の
酒
を
売
る
こ

　
　
　
　
と
は
秋
田
そ
の

　
　
　
　
も
の
を
宣
伝
す

　
　
　
　
る
こ
と
。
時
間

　
　
　
　
は
か
か
る
だ
ろ

　
　
　
　
う
が
、
石
高
言

く
だ
か
）
で
新
恟
金
蜃
成

す
の
が
夢
」
ど
語
る
，

　
山
本
町
志
一
橋
出
脅
金

岡
中
の
こ
ろ
、
軟
式
テ
ニ
ス

を
や
り
全
県
ペ
ス
ト
８
ま
で

い
っ
た
。
能
代
高
で
は
文
芸

部
員
。
「
享
凡
パ
ン
チ
や
ポ

バ
イ
な
ど
雑
誌
が
面
白
い
時

代
だ
っ
た
の
で
、
雑
誌
の
哺

集
の
仕
事
に
興
味
が
あ
っ

た
。
文
芸
部
で
は
青
群
小
脱

を
需
い
て
い
た
。
ハ
シ
カ
み

た
い
な
も
の
だ
っ
た
」

　
早
大
文
学
部
に
進
み
昼
は

バ
イ
ト
、
便
は
新
宿
ゴ
ー
ル

デ
ン
街
と
い
う
毎
日
を
送
っ

ぺ
「
通
っ
た
店
で
は
大
島

渚
、
内
藤
陳
、
た
こ
八
郎
、

戻
川
か
ず
き
な
ど
、
各
界
の

有
名
人
と
出
会
っ
た
。
酔
っ

払
っ
て
し
ま
え
ば
た
だ
の

酒
飲
み
だ
け
れ
ど
、
自
分

の
分
野
に
対
し
て
は
も
の

す
ご
い
プ
ロ
意
識
の
持
ち

’
主
ば
か
り
が
集
ま
っ
て
い

・
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
学

生
に
は
怖
い
場
所
で
も
あ
っ

た
」

　
昭
和
五
十
七
年
、
恵
尽
営

業
所
に
現
職
。
問
屋
や
小
売

店
、
飲
食
店
を
一
軒
一
軒
訪

ね
歩
い
て
売
り
込
ん
だ
。
芦

惑
い
の
連
続
。
飲
む
の
と
売

る
の
は
全
く
違
っ
た
」
と
笑

う
。
平
成
三
年
、
都
内
の
小

売
店
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
プ
ラ

ン
ド
「
桜
田
門
」
を
発
売
し
、

警
視
庁
関
係
の
行
事
な
ど
で

利
用
を
伸
ぱ
し
て
い
る
。

　
ビ
ー
ル
に
発
泡
酒
、
焼
酎

　
（
し
ょ
う
ち
ゆ
う
）
、
ワ
イ

ン
な
ど
に
拝
さ
れ
苦
戦
が
続

く
日
本
酒
業
界
。
一
方
で
秋

田
み
そ
は
好
評
で
、
ス
ー
パ

ー
や
デ
パ
ー
ト
の
棚
に
並
ぶ

よ
う
に
な
っ
鳥
「
東
京
で

出
回
っ
て
い
る
み
そ
は
ま
ず

す
ぎ
る
．
．
秋
田
で
当
た
り
前

に
作
っ
た
み
そ
を
．
回
食
べ

た
ら
、
少
々
割
高
で
も
買
っ
・

て
も
『
’
っ
え
る
回
想
は
あ
る
」

　
小
玉
醸
造
東
京
営
業
所
は

東
京
都
台
東
区
東
上
野
ニ
ノ

ー
ハ
ノ
七
、
共
同
ビ
ル
六
二

〇
。(1999.6.20.秋田さきがけ)

一

経
験
生
か
し
て

台
場
音
頭
作
曲

　
能
代
出
身
・
加
藤
さ
ん

　
冥
玖
・
新
嘴
で
秋
田
料
理

の
駄
良
き
「
和
作
」
毫
経
営

し
て
い
る
卯
廉
和
海
さ
ん

字
）
―
再
興
＝
は
能
代
市
機

織
出
身
。
演
歌
歌
手
と
し
て

プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
し
た
経
験
を

生
か
し
て
一
一
お
台
場
音
想

を
作
曲
し
、
台
場
の
住
民
に

湘
・
り
ま
れ
て
い
る
，

　
能
代
高
時
代
は
陸
上
部
の

円
盤
撹
げ
選
手
と
し
て
活

眼
。
当
時
カ
ら
歌
が
好
き
叉

市
民
合
唱
団
の
テ
ノ
ー
ウ
を

担
当
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｒ
の
全
至
一

コ
ー
ノ
ク
ー
ル
県
大
会
で
＝
砥

に
入
賞
し
た
こ
と
も
あ
る
。
．

（
一
九
九
八
、
一
〇

歌
手
に
な
る
夢
を
捨
て
『
り
れ

ず
、
上
京
を
決
意
。
．
「
迪
学

校
な
の
で
忿
生
か
ら
は
『
何

を
号
え
て
い
る
ん
だ
』
と
言

わ
れ
た
が
、
友
達
は
東
能
代

駅
で
見
送
っ
て
く
れ
た
」

　
働
き
な
が
ら
レ
ッ
ス
ン
に

励
み
、
加
藤
恨
恵
の
芸
名
で

デ
ビ
ュ
ー
。
「
人
で
盲
ぶ
こ

と
を
志
芯
と
い
う
意
味
を

込
め
、
東
海
林
太
郎
か
名
付

け
て
く
れ
た
。

　
し
か
し
、
ヒ
ッ
ト
に
恵
ま

れ
ず
、
か
わ
い
が
っ
て
く
れ

た
東
海
林
の
死
を
機
に
旧
知

四
十
七
年
に
引
退
。
．
飲
食
床

を
経
営
す
る
・
べ
う
に
な
っ

た
．
．
実
家
の
兄
天
哺
が
飲
酒

し
た
ジ
ュ
ン
サ
イ
の
な
べ
、

手
作
り
の
き
り
九
ん
ぼ
な
ｙ
」

が
人
気
だ
。

　
作
ｔ
、
港
区
が
’
一
誕
の
比一

一

域
振
一
に
と
、
エ
ッ
セ
イ
ス

ト
嵐
山
光
三
郎
さ
ん
の
作
詞

で
音
頭
の
曲
を
募
集
，
，
「
罰

を
見
て
、
台
場
の
家
か
ら
新

隋
ま
で
『
ゆ
り
か
ら
め
」
で

来
重
一
二
、
三
分
の
間
に
曲

の
お
む
よ
そ
が
出
婁
玉
が
っ

た
」

　
コ
ー
ン
テ
ス
ト
で
は
自
・
‘
っ
歌

っ
て
優
秀
賞
登
頂
辱
『
，
康
優

秀
貢
は
サ
ン
パ
詞
の
曲
に
奪

わ
れ
た
が
、
審
査
委
員
長

の
嵐
山
さ
ん
の
評
価
が
ー

番
高
か
っ
ー
忿
の
は
加
哺
さ

ん
の
演
歌
版
。
Ｃ
ひ
化
石
実

現
し
た
。
今
匹
は
祠
り
の
振

り
付
け
が
決
ま
り
、
九
月
末

の
イ
ベ
ン
ト
で
披
露
さ
れ
る

な
ど
、
加
華
さ
ん
の
音
頭
が

地
域
に
定
胃
し
つ
つ
あ
灸
。

「
台
場
の
町
が
あ
る
限
り
歌

も
残
る
。
伺
倣
な
い
チ
ヤ
レ

ン
ジ
が
寒
義
あ
る
桔
具
に
な

っ
凡
こ
れ
か
・
り
む
不
供
た

ち
の
た
め
の
歌
な
ど
冷
作
り

た
い
」

　
妻
・
潔
美
さ
ん
言
）
と
大

学
生
の
一
男
一
タ
の
四
人

家
『
佃
作
」
は
東
京
都

尼
区
新
橋
ニ
ノ
ニ
つ
ノ
ー

五
、
新
橋
駅
前
ビ
４
‐
ー
号

戮

秋
田
さ
き
が
け
）

　
　
人
脈
を
生
か
し

　
　
芸
能
プ
ロ
設
立

　
　
　
一
顧
出
身
の
市
川
さ
ん

　
　
東
京
―
原
宿
に
あ
る
芸
能

　
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
「
リ
バ
ー

　
シ
テ
ィ
オ
フ
ィ
ス
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ

　
Ｏ
」
社
長
の
市
川
善
兄
さ
ん

　
９
↑
写
真
ｈ
は
藤
里
町
藤

　
琴
出
身
。
秋
田
市
で
イ
ベ
ン

　
ト
代
理
店
‘
リ
パ
ー
シ
テ
ィ

　
オ
フ
ィ
ス
痴
経
営
し
て
い
る

　
が
、
昨
年
秋
か
ら
原
宿
に
事

　
務
所
岑
禰
え
、
本
格
的
に
東

　
京
進
出
を
図
る
。

　
　
現
在
は
月
の
大
半
を
東
京

ｙ
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
充
て
て
い

る
。
「
高
校
卒
業
し
て
か
ら

一
十
四
年
間
、
芸
物
界
や
イ

ー
、
ン
ト
企
劃
を
通
し
て
人
脈

を
築
い
て
き
た
。
人
間
関
係

多
夭
切
に
し
な
か
ら
、
大
手

プ
ロ
の
す
き
間
奏
ａ
っ
て
活

路
を
開
き
た
い
」
4
S
4
1

見
せ
る
。

　
能
代
高
校
在
字
甲
か
ら
バ

ン
ド
活
動
を
し
て
い
た
。
三

年
生
の
時
に
ア
マ
チ
ュ
ア
バ

ン
ド
の
コ
ン
テ
ス
ト
「
ラ
イ

オ
ン
フ
ォ
ー
ク
ピ
レ
ッ
ジ
」

で
準
優
勝
。
卒
業
後
、
同
級

生
と
コ
ン
ビ
を
岨
ん
で
「
と

ん
ぽ
ち
ゃ
ん
」
で
ヂ
ピ
ュ
ー
、

歌
手
活
動
に
人
っ
た
。

　
「
と
ん
ぽ
ち
ゃ
ん
の
コ
ン

サ
ー
ト
は
一
千
回
を
超
え

た
。
充
実
し
た
時
期
犀
ｓ
，
た

が
、
八
年
間
で
コ
ン
ビ
を
解

消
。
一
時
、
松
山
千
・
の
レ

コ
ー
ド
会
社
に
所
属
し
た
。

そ
の
後
帰
郷
し
、
ラ
ジ
オ
番

組
の
司
会
な
ど
を
し
て
い

た
」
と
概
り
遮
る
。

　
昭
和
六
士
一
一
年
、
秋
田
市

に
リ
パ
ー
シ
テ
ィ
オ
フ
ィ
ス

を
設
立
。
コ
ン
サ
ー
ト
や
番

組
制
作
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
手
掛
け
た
。
東
京
進
出

の
転
機
は
秋
田
市
出
身
の
ア

ｊ
テ
ィ
ス
ト
・
ｈ
ａ
ｌ
（
本
名

・
上
坂
晴
子
）
と
の
ｈ
会
い
。

　
「
ｈ
ａ
１
は
中
学
時
代
か

ら
バ
ン
ド
活
動
を
し
て
い
た

が
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
ひ
と
際

障
い
て
い
た
。
芸
能
界
で
売

り
出
す
に
は
才
廂
が
あ
る
だ

け
で
は
だ
め
。
オ
ー
ラ
を
発

散
す
る
よ
う
な
個
性
が
な
い

と
難
し
い
。
ｈ
ａ
ｌ
に
は
そ

れ
が
あ
っ
た
」

　
高
校
三
年
生
で
本
然
ヂ
ピ

ユ
ー
し
た
ｈ
ａ
ｌ
は
、
す
で

に
Ｃ
Ｄ
を
九
枚
発
売
、
モ
デ

ル
や
Ｃ
Ｍ
で
も
活
躍
中
だ
。

ほ
か
に
女
優
や
恵
里
廓
望
の

女
性
を
戴
人
育
て
て
い
る
。

「
売
れ
っ
子
に
な
る
に
は
″
時

詐
に
ぴ
っ
た
り
は
ま
る
か

ど
う
か
。
運
も
大
き
な
要
因
一

と
言
う
。

　
リ
パ
ー
シ
テ
ィ
オ
フ
ィ
ス

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
は
東
京
都
渋
谷

区
千
駄
ケ
谷
三
ノ
七
ノ
ー

六
、
秀
和
第
ニ
レ
ジ
ヂ
ン
ス

五
〇
九
。

（
一
九
九
八
、
六
、
二
八
、
秋
田
さ
き
が
け
）

９－一
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ｉ

第40次南極地域観測隊

物の研究に

呉
服
店
で
育
ち
Ｚ
笞
っ
た
経
舞
字
に
具
眼

経
営
学
の
道
へ
鯛
財
い
９

　
能
代
出
身
・
小
川
さ
ん
売
の
計
固
な
ど
に
つ
い
て
研

　
法
政
大
産
業
博
暇
セ
ン
タ
究
す
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を

－
所
長
で
経
営
学
部
教
授
の
専
門
分
野
に
週
ん
だ
．
．
「
自

小
川
孔
輛
さ
ん
９
ｃ
‐
写
真
分
Ｅ
番
合
っ
て
い
る
し
、

＝
は
、
能
代
市
濠
分
町
の
呉
こ
の
分
野
な
ら
恢
れ
た
研
究

吸
咀
の
長
男
『
．
「
呉
服
屋
の
者
が
公
｀
い
の
で
、
怜
一
男
に

商
売
を
見
て
憲
っ
た
の
が
、
　
！
詞
ロ
Ｆ
ｊ
ー
ｙ
一
ｉ
ョ
こ
ｉ
１
瓦
ど
″
一

　
経
営
学
の
研
究
に
進
ん
だ
理

Ｅ
由
の
一
つ
。
秋
田
の
プ
ラ
ー
ノ

ド
化
に
取
り
組
む
人
た
ち
が

い
る
な
ら
、
手
弁
当
で
応
援

し
た
い
」
と
語
る
。

　
能
代
高
校
か
ら
東
大
経
済

学
都
に
羞
ん
だ
，
し
か
し
「
経

済
学
は
理
論
的
過
ぎ
て
エ
キ

サ
イ
テ
ブ
ノ
グ
で
な
か
っ

た
『
当
時
は
ホ
侭
新
し
い

ノ
ン
グ
で
は
世
界
的
に
知
『
り

れ
た
存
在
ゴ
二
年
に
ー
冊
の

ペ
ー
ス
で
蕃
書
を
出
し
て
い

る
ほ
か
、
雑
誌
へ
の
運
載
、

寄
稿
も
多
い
。
ト
ョ
タ
自
動

寓
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

企
業
の
商
品
企
登
・
開
発
の

コ
ン
サ
ル
テ
ズ
ノ
グ
も
行
っ

て
い
る
。
「
輯
官
学
は
、
常

に
ビ
ジ
ネ
ス
の
最
先
端
と
情

　
　
　
　
筰
の
や
リ
取
り

　
　
　
　
が
あ
る
．
．
学
生

　
　
　
　
も
ネ
タ
が
新
鮮

　
　
　
　
で
な
い
と
、
講

　
　
　
　
乖
を
聞
い
て
く

　
　
　
　
れ
な
い
」

　
　
　
　
法
珍
大
の
社

　
　
　
　
宍
人
向
け
夜
間

　
　
　
　
大
学
院
の
初
代

　
　
　
　
ス
ク
ー
ル
畏
を

　
　
　
　
務
め
、
成
功
さ

　
　
　
　
せ
た
。
．
現
在
も
、

　
　
　
　
今
秋
の
開
校
を

目
指
し
ア
狂
金
人
の
生
涯
学

ｌ
の
場
を
提
供
す
る
エ
ク
ス

’
フ
ン
シ
ョ
ン
ス
ク
Ｆ
ル
の
準

備
に
政
り
組
ん
で
い
る
。

　
「
故
郷
の
母
親
は
地
場
産

業
の
衰
退
岑
嘆
き
、
そ
の
話

を
聞
か
さ
れ
て
い
る
【
。
沖

縄
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
仕
事
に

か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

っ
て
「
秋
田
も
プ
ラ
ン
Ｑ
が

必
罵
あ
ら
ゆ
る
商
品
こ
『
こ

ま
ち
』
の
名
前
を
つ
け
る
な

ど
Ｎ
可
能
性
は
あ
る
『
ぶ
あ

秋田さきがけ）

代
わ
り
ｊ
賢
と
イ
メ
ー
ジ
６
‐

の
管
理
を
敞
底
さ
せ
な
け
れ
‐
2

４
５
,
ｗ
Ｅ
９
４
ｓ

Ｚ

う
し
た
動
き
が
出
て
く
る
な
９

ら
Ｃ
授
し
た
い
」
と
距
す
。
１

９

　
妻
と
二
男
一
女
の
五
人
家

旅
『
、
趣
味
は
呪
ぴ
釣
り
と
ジ

ョ
ギ
ノ
グ
。
潭
妬
先
は
千
代

Ｅ
区
曹
士
見
ニ
ノ
ー
七
ノ

　
、
法
政
大
学
経
営
学
『

｜

エ
藤
ご
（
コ
）
も
参
加

「しらせ」で

昭
和
基
旭
に
り
。
出
港
す
丙
フ
ン
グ
洵
や
ノ
ル
ウ
ヱ
ー
北
方
と
て
い
た
が
、
十
二
旦
無
了
、

観
測
隊
に
は
、
山
本
町
出
身
で

国
真
極
地
研
３
印
北
柩
』
環
境

研
究
セ
ン
タ
ー
助
手
の
工
邨
栄

第
四
十
次
屑
栢
均
堰
ー
一
眼
は
あ
す
十
四
日
、
ｔ

, ９
１
２
２
ｔ
２

§
石
和
幸
隊
長
、
六
丈
）

一
ふ
涙
を
砕
氷
船
「
し
ら
せ
」
で
一
知
の
諸
分
が
多
い
南
極
の
洵
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
物
｛
ｌ
態
な
と
を
研
究
し
な

が
ら
越
冬
し
、
七
一
年
二
月
ま

で
生
活
す
る
。
エ
ー
さ
ん
は
】
光

の
少
な
い
海
氷
の
一
ふ
嵯
物
が
・

の
バ
レ
ー
ｙ
ツ
ー
カ
ナ
ダ
多
鳥

海
な
ど
北
唖
圈
の
海
洋
種
物
を

研
究
し
て
き
た
、

　
雨
極
て
の
テ
ー
マ
は
ｉ
氷

圈
潭
哨
変
勣
へ
の
生
態
系
応
￥

の
研
究
」
．
蜀
．
拓
・
北
極
の
海

洋
植
物
叫
地
球
屑
暖
化
で
注

目
を
集
め
て
い
る
二
酸
化
炭
累

を
吸
収
す
る
役
畷
が
大
き
い
一
」

ど
う
や
コ
宛
合
成
す
る
か
を
ｙ
】
が
分
か
っ
て
い
る
が
』
、
詳
細

Ｆ
究
し
た
い
一
と
意
欲
ｔ
９
や

し
て
い
る
．

　
二
蕎
ご
ん
は
原
町
外
周
出

身
。
能
代
高
か
ら
筑
波
大
に
池

み
、
植
物
学
を
厚
男
同
大
大

学
院
、
東
大
大
味
院
タ
ー
て
、

平
成
一
一
忽
に
国
ｇ
Ｓ
池
研
究
所

に
入
っ
た
。
．
こ
れ
ま
で
は
ペ
ー
ー

「
し
ら
ぎ
に
哨
み
込
ま
れ

た
観
測
庫
の
雪
上
車
を
点
検

す
る
エ
ー
さ
ん
＝
Ｑ
日
、
東

京
ー
鳴
海
ふ
澗

な
研
究
は
あ
ま
り
瀧
ん
て
い
な

い
の
が
芦
價
丿
二
酸
化
炭
素
の

吸
収
量
も
推
定
の
哨
豪
出
ず
、

ホ
当
の
数
字
は
分
か
ら
な
い
と

い
う
。
「
海
氷
下
の
泡
の
よ
う

な
極
限
環
境
で
は
、
植
物
も
生

き
る
工
哭
を
し
て
い
る
は
ず
。

北
ａ
と
両
極
の
植
物
に
ど
ん
な

還
い
か
あ
る
か
に
も
興
味
4

る
」
と
語
る
、

　
工
藤
さ
ん
は
】
カ
月
ほ
ど
前

か
ら
姻
引
Ｓ
の
物
賢
を
□
ー
り

せ
」
に
覆
み
込
む
作
業
に
齢
Ｊ

－
－

出
肖
の
哨
ー
は
昼
っ
た
，
，
「
こ

れ
ま
で
～
毎
年
、
カ
ザ
ダ
と
の

共
同
Ｆ
究
で
北
嘔
閔
に
り
っ
．
で

い
た
の
で
、
南
極
で
の
自
生
竺

は
あ
・
ま
り
心
配
し
て
い
な
り

む
し
ろ
日
牛
ハ
同
士
２
「
回
の

方
か
気
彊
な
く
ら
い
」

の
笑
犀
を
見
り
」
尽

（1998.11,13.秋田さきがけ）采
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夜
を
敵
し
て
男
子
Ξ
十

¥
4
s
’

g
子
一
一
Ｃ
・
六
Ｊ
’

を
完
歩
す
る
鉛
代
高
校

（
秋
元
正
英
校
長
、
Ξ
徒

八
百
四
十
八
一
八
）
の
伝
統

行
事
一
十
重
盗
芒
が
六

日
、
能
代
市
、
お
京
町
、

・
八
竜
町
を
一
周
す
る
コ
ー

ス
で
行
万
れ
た
。
困
難
に

・
耐
え
る
強
い
体
と
精
神
を

隻
う
の
が
目
的
で
、
今
年

が
五
十
一
回
目
．
「
松
贋

健
児
』
は
月
の
兄
を
浴
び

て
、
深
夜
の
街
道
を
ひ
た

走
一
．
た
。

　
÷
里
強
歩
は
！
一
次
大
戦
前

恢
な
ど
を
除
き
、
昭
和
十
二
年

か
ら
行
わ
わ
て
い
る
．
コ
ー
ス

や
距
！
Ｚ
に
よ
り
変
わ
る

が
、
深
夜
零
時
の
ス
タ
Ｆ
ト

は
ー
心
ぷ
し
．

‘
な
ー
『
．
’
。
未
明

ま
で
一
丁
ス
近
辺
の
Ｅ
民
が
・

ｔ
Ｓ
ｔ
９
Ｓ
ｊ
'

ｆ
ｇ
９
４

差
し
た
恒
例
行
事
に
も
弓
そ

い
る
。

　
今
年
は
・
公
務
員
試
験
受
一
考

能代高の伝統行事｢十里強歩｣

男子は37％に挑戦

な
后
扱
く
七
百
一
♀
Å
の
ほ

か
、
Ｏ
Ｂ
ろ
一
設
の
十
人
が
挑

37'｡兎歩を目指し、ｇい恩1で〕ペースで走

４-･・＝●・四･高・・e--
　　　　　　　　　＿_

－

戦
ｊ
♀
八
入
カ
教
ｓ
員
が
聡
が
盛
リ
よ
が
る
中
、
ま
ず
男
子

出
で
「
一
ス
誘
導
な
ど
に
当
た
が
午
前
零
哩
幾
い
て
口
本
町

っ
た
。
ま
た
各
種
大
6
1
1
M

I
S
&
9
’
M
子
が
同
一
時
半

坦
る
の
岑
見
合
ｐ
せ
た
運
動
Ｓ
に
ス
タ
ー
ト
。
コ
ー
ス
各
景
に

員
咎
、
擲
宥
に
殼
け
ら
れ
た
関
設
け
『
っ
れ
た
開
門
で
。
｀
、
父
母

門
で
温
逞
チ
予
，
ク
刄
汀
う
補
・
り
か
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
や
レ

ｉ
Ｓ
Ｑ
,
￥
４
ｉ
ｊ
Ｃ
　
４
．
ン
ス
ラ
イ
ス
を
提
供
．
ｇ
労

　
五
日
午
後
十
時
半
に
，
登
校
丿
困
ぱ
い
で
関
門
に
入
っ
て
く
る

し
ー
一
捷
は
、
9
W
'
Q
l

i
9
j
1
4
1
a
9
け
ち

会
式
へ
．
秋
元
校
長
が
一
ふ
「
夜
間
校
Ｏ
Ｂ
の
秋
元
校
長
は

は
一
歩
日
阿
存
分
に
歩
き
、
「
私
の
を
学
時
は
、
距
ー
が
約
．

零
そ
ほ
し
い
．
Ｑ
陵
健
児
の
六
十
｀
ロ
，
．
恂
校
也
捷
の
曼
杖
時

ー
Ｍ
を
期
待
す
る
』
と
あ
い
ご
電
の
前
に
ー
マ
ル
し
よ
う
と
頑

つ
’
だ
放
、
入
9
9
1
S
¥
r

i
9
j
j
9
￥
」
。
同
｝
く

孵
政
直
弥
君
９
一
言
は
「
強
Ｏ
Ｂ
の
り
瓦
砥
征
教
頭
も
「
走

Ｊ
ｙ
の
日
は
ね
く
む
く
す
￥
Ｓ

９
ｊ
ｌ
９
つ
『
り
弓
た
か
、
Ｍ

き
一
年
は
雨
が
降
っ
た
が
、
考
案
後
は
攘
か
し
く
な
っ
た
も

年
は
ー
な
ぶ
か
っ
へ
五
時
の
。
先
輩
と
汲
一
を
つ
な
ぐ
き

間
‐
笏
で
戻
っ
て
１
ジ
」
と
意
ず
な
と
し
て
、
４
援
も
Ｓ
し
て

欲
浅
々
で
話
し
た
。
　
い
き
た
．
ｋ
￥
」
と
話
し
て
い

　
刀
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
で
ム
ー
ａ
芯

関
門
で
は
父
母
ら
が
用
意
し
た
レ
モ
ン
ス
ラ
イ
ス

を
良
べ
て
一
息
－
能
代
市
柚
山
の
旧
一
徳
小
跡

10一
一




